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目的： 

産後抑うつ症状(PDS)を有する女性は、産後うつ病(PPD)に移行するリスクが高いとされている。これまでの研究で、総コレステロ

ール(TC)値と PPDとの関連が示唆されているが、各研究の結果は必ずしも一致してない。本研究では、妊娠中の血清 TC値およ

び変化量と PDSのリスクとの関連を検討した。 

 

方法： 

エコチル調査参加者（妊婦）の血清 TC と PDS との関連を解析した(n＝61,585～72,406 名)。TC は妊娠初期、中後期、出産時の

3 時点で測定し、TC の変化について、妊娠初期から中後期、妊娠中後期から出産、および妊娠初期から出産まで 3 つの期間別

に計算した。また、PDS は出産 1 か月および 6 か月時にエジンバラ産後うつ病質問票を用いて測定した。 

 

結果： 

多変量ロジスティック回帰分析の結果、妊娠中後期の TC の第 1五分位（最も低い群）に比較すると、第 2五分位において産後 6

か月の PDSの割合が高くなったが、その他においては特に関連は認められなかった。TCの変化が最も少ない群に比べて、妊娠

中後期から出産時もしくは妊娠初期から出産時の変化（上昇）がある群では、産後 1 か月の PDS の割合が低かった。また、妊娠

初期から中後期もしくは妊娠初期から出産時の TC の変化（上昇）があった群では、産後 6 か月の PDSの割合が低かった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究の結果から、妊娠中の TC 上昇が PDS のリスク低下と関連することが示唆された。先行研究では、出産時周辺あるいは

産後における TCの減少（変化）と PPDとの関連を検証した研究はいくつかあるが、我々の知る限り、妊娠中の TCの変化と PDS

のリスクの関連を検証したのは、本研究が初めてである。研究の限界としては、エジンバラ産後うつ病質問票を用いたために、

PPD（診断）ではなく PDS（症状）を見ているという点、3 万人以上の女性を除外しているため、選択バイアスが生じている可能性

がある点、今回の結果が日本人以外の集団でも適用できるかは不明である点が挙げられる。 

 

結論： 

妊娠中の血清 TC の上昇は PDS 発生のリスク低下と関連した。妊娠中から出産時までの血清 TC の変化をトラッキングすること

で、PDSのハイリスク集団を特定できる可能性が示唆された。 

 


